












はじめに 

従来の医学的な意志決定過程の研究には,多変量解析などの統計的手法による,医師の診断

過程を,データに基づいて客観化する考え方と,医師の推診過程をそのまま分析し,その過

程を計算機の上に実現しようとする考え方の,2 つの流れがあった。後者の流れである,人

工知能を用いた医療診断支援システムは,人の推論過程と似かよった柔軟な機能を組みこ

むことが可能であり,米国を中心に医療の各分野に応用されることが多くなった。 

われわれは,複雑かつ多様な小児科領域の先天異常のコンサルテーションシステムを,実地

の臨床にあたる産科医および小児科医に供することの可能性を探るため,昨年度より,まず

比較判別しやすい染色体異常症候群について,診断システムの作成の検討をはじめた。本年

度は方法の改良と共に,実際の症例についての実用性の検討をおこなった。 


